




共用サーバー
(レンタルサーバー)

VPS
(Virtual Private Server)

専用サーバー

クラウドサーバー



料金 月額100円～ 設定 簡単

他ユーザーの
影響 受ける

代表的
サービス さくらのレンタルサーバ、ロリポップ！、XSERVERなど

特徴 1つのサーバーを複数の人がレンタルして共同で使用。
※ 一般的に「レンタルサーバー」というと、この共用サーバーのことを指します。

メリット 低価格。サーバの知識がほとんど必要なく、設定が簡単なので初心者向き。

デメリット 他のユーザーの影響を受けやすく、利用制限が厳しく設定されている。

オススメ度 ★ ★ ★ ★ ★



料金 月額600円～ 設定 要設定

他ユーザーの
影響 受けない

代表的
サービス Servers@Man VPS、さくらのVPS、ABLENET VPSなど

特徴 仮想サーバの管理者権限を与えられるので自由にカスタマイズできる。

メリット サーバ毎にCPUやメモリなどを割り当てられるので、他のユーザの影響を受けにくい。

デメリット サーバ構築・サーバーメンテナンスのスキルが必要なため、難易度が高い。

オススメ度 ★ ★ ☆ ☆ ☆



料金 月額8,000円～ 設定 要設定

他ユーザーの
影響 受けない

代表的
サービス ファーストサーバ、GMOクラウド 専用サーバー、カゴヤ・ジャパンなど

特徴 1つのサーバーを専有し、自由に使うことが可能。

メリット 自由度が高く、カスタマイズも可能。他のユーザーの影響を受けない。

デメリット 高価格。サーバ構築・サーバーメンテナンスのスキルが必要なため、難易度が高い。

オススメ度 ★ ★ ☆ ☆ ☆



料金 月額3,000円～100,000円以上 設定 要設定

他ユーザーの
影響 受けない

代表的
サービス Amazon Web Services、Microsoft Azure、Nifty Cloudなど

特徴 1つの仮想サーバーを借りるのではなく、サーバーのスペックなどを柔軟に拡張可能

メリット 月額課金と従量課金があり、時間単位でも使用可能なためコストを抑えることができる。
アクセス集中によって高い負荷がかかった場合でも、随時性能を高めることも可能。

デメリット サーバ構築・サーバーメンテナンスのスキルが必要。
アクセス数などによってVPSや専用サーバよりもコストがかかる可能性がある。

オススメ度 ★ ☆ ☆ ☆ ☆



まずは簡単に管理できる「共用サーバー」から始めよう！



サーバーの種類 役割
Webサーバー ホームページのデータを格納・表示するのに必須のサーバーです。
メールサーバー メールの送受信に必要なサーバーです。受信サーバーと送信サーバーにわかれています。
データベースサーバー 通販サイトの商品一覧のような、登録した情報が整理され格納されているサーバーです。
FTPサーバー Webサーバー等にファイルの送受信をしてくれるサーバーです。
DNSサーバー IPアドレスと呼ばれる数字の羅列を、ユーザーが識別しやすいようにドメインに変換するサーバー。
SSHサーバー パスワードや暗証番号のような重要な個人情報などを暗号化してくれるサーバーです。




